
令和4年度　部局経営目標（達成状況）

目標値 実績値

審議会点
検1回/

年
１回

年度 令和4年度 作成日 令和5年3月31日
部局名 教育委員会 部局長名 安藤　紀子

（1）部局の役割・使命（ミッション）・経営方針

（2）事業成果目標 指標名及び目標値

指標：重点施策の実施点検

評価 次年度への課題

・令和4年度は第3次計画
の初年度でした。令和4年
度は、重点事業の検証と
計画に記載した事業を実
施する上での問題点を洗い
出す作業を行います。次年
度以降に前年度分の事業
評価を伴った審議会を開
催します。

最終年度となる令和8年
度には同年度中に第4次
教育振興基本計画の策定
を行うことから、令和8年度
中盤での「中間評価」「評
価点検」「審議会」「第4次
計画策定」を効率よく進め
ることが求められます。

1-1　教育振興基本計画の重点的施策の目
標達成
・真庭市の教育の目指すべき姿と、その実現のた
めに実施すべき基本施策を示す「真庭市教育
振興基本計画」の第3次計画を策定しました。
第2次計画では、学校・家庭・地域・行政がそれ
ぞれの役割を果たしつつ連携し、社会全体で
「セーフティネット」の充実も含めた教育力を高
め、すべての人の「教育を受ける権利」の保障を
目指しつつ、「共育（協育・郷育・響育）」に取
り組んできました。第3次計画では、現行計画を
第2次総合計画改訂版に沿って、「地域循環共
生圏」、「SDGs」、「共生社会」、「学校と地域と
の連携」及び「高校の魅力化」の推進の観点か
ら見直しを図ります。

1．一人ひとりの可能性を広げる　【№4：質の高い教育をみんなに】【№10：人や国の不平等をなくそう】
共生社会実現のため、誰もが互いに認め合い、尊重され支え合う中で、それぞれの可能性を伸ばす取組を進めます。また、ライフ
ステージに応じた学びを推進し、生涯に渡り学び直しと学びが継続できる取組を進めます。
SDGsの「誰一人取り残さない」社会の実現のため、誰もが安心して教育を受けることができるよう、貧困・障がい・不登校など様々
な要因による学びの格差解消や、子どもたちの学びと居場所を支える「学びのセーフティーネット」を構築していきます。また、少子化
が進む中で小規模化する学校の学びを広げるため、直接、間接の学校間・校種間の交流を進めます。さらに、保育園・こども園・
幼稚園から小学校・中学校さらにその先へつながっていく学びの連続性を重視し、切れ目ない支援を充実させていきます。
2．真庭を愛する「ひと」、心豊かな「ひと」をつくる　【№4：質の高い教育をみんなに】【№11：住み続けられるまちづくりを】
真庭の多彩な地域資源（自然・生き物・風土・歴史・伝統など）を活用しながら、ふるさとに対する誇りと豊かな人間性を育み、
創造的な活動へつなげていきます。また、人の繋がりの中で学ぶことを大切にし、思いやりや優しい心を育む取組を進め、子どもの
心豊かな育ちを支援します。そのために、地域文化を伝承していく人材育成や、地域のことを考える学びを推進していきます。さらに
成長の段階で地域貢献を考え、実践する中で自己有用感を高め、地域でいきいきと活躍できる人づくりを進めていきます。
3．教育を地域で支える仕組みをつくる　【№4：質の高い教育をみんなに】【№17：パートナーシップで目標を達成しよう】
安全安心な学校生活の環境を整えていきます。給食については、地元食材を使った食育と郷育を進めていきます。
社会に開かれた学校教育として、地域がスポーツや文化の面からも学校活動を支える仕組みづくりや、学校運営協議会（コミュニ
ティ・スクール）及び地域学校協働本部の設立を推進し、学校と地域が育てたい子ども像を共有しながら地域の教育力を高めて
いきます。
家庭教育においては、豊かな心や社会性を育むような成長の支援を目指し、地域ぐるみの子育て支援を行なっていきます。
また、多様な教育環境や持続可能な地域を目指し、市民が学びつながっていく場の整備や、デジタル化・ネット環境整備、高校の
魅力化を進めていきます。
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目標値 実績値

70% 65%

目標値 実績値

100%(2
6校/26

校)
54%

目標値 実績値

小学校
70%、中

学校
65%

小学校
63%、中

学校
63%

指標：国語、算数・数学、外国語の勉強が好きだと回答する児童生徒の割
合

評価 次年度への課題
学力調査の分析をもとに、
授業改善の取組を推進し
ているが、目標値に達して
いない。児童生徒が、学力
の定着や、学びの面白さを
実感するための授業改善を
更に進める必要がある。

「各種調査による児童生徒
の学習状況の把握」「自ら
学びに向かう授業展開の
工夫」「達成状況の確認と
着実な補い」等の視点に立
ち、授業改善に向けた校内
研究の推進を図る。

指標:登校後すぐにＰＣの電源を入れることが定着している学校の割合

評価 次年度への課題

学習環境は整ったが、活用に
ついては各校で改善の余地が
ある。端末を活用した授業は
全ての学校で実施できている
が、活用頻度については、学
校間や教員間で格差が生じて
いる。

引き続き端末の効果的な
活用事例を紹介するなど、
端末活用の必要性・有効
性について周知を図るととも
に、学校の情報化を総合
的に推進する必要がある。

指標：Q-Uによる「学級生活満足群」の割合

評価 次年度への課題

通級指導教室や教育支援セ
ンターの活用、関係機関等と
の連携等、相談体制について
は整いつつある。特別支援教
育の視点を取り入れるための
研修等は各校で実施されてい
るが、日常的な授業の改善に
ついて課題が残る。

Q－Uによる客観的なデー
タをもとにした個人や集団の
確実な実態把握、関係機
関との連携継続、通級指
導教室との連携強化等に
より、すべての児童生徒が
安心して学び、楽しく学校
に通える環境づくりを進めた
い。

1-2　授業改善による学力向上
・児童生徒が主体となる授業を目指します。グ
ループでの学習活動を重視し、児童生徒が自ら
課題を明確にもち、問題を解いたり、他者と対話
をしたりする時間を確保するよう、授業改善を進
めていきます。「自律性」「有能感」「関係性」の
視点を取り入れた授業を目指し、授業改革推
進員等による「授業づくり」についての研修を実施
し、各校における校内研究の充実を図ります。こ
れらの取組を通して、児童生徒の学習に対する
興味・関心を高めていきます。

1-3　ICT環境の整備（GIGAスクール構想
の実現）
・ICTを活用し、個別最適化された学び、創造
的な学びの実現に向け、端末を活用した授業が
日常化していくことを目標に取組を推進します。
児童生徒による端末の活用頻度を高めるため
に、次の3つの姿を目指します。
・すべての児童生徒が1日1回以上端末を活用
して学習している。
・すべての学校で端末の共有機能を活用した授
業実践を実施している。
・すべての学校で1週間に1回以上は端末の持ち
帰りを実施している。
・児童生徒による端末活用を進めるとともに、活
用事例を交流し、効果的な活用の方法を広め
ます。

1-4　インクルーシブ教育の推進
・真庭市が目指す「共生社会の実現」に向け、
引き続き小中学校においてインクルーシブ教育を
推進します。小中学校の通常学級において特別
支援教育の視点を取り入れた授業改善を推進
し、通級指導教員、授業改革推進員による特
別支援の視点を生かした授業づくりを進めます。
また、通級サテライト教室での更なる指導の充実
を図ります。さらに、発達発育支援センター、特
別支援学校等、専門的な知識を持った機関と
連携し、切れ目のない支援体制を構築すること
で、すべての児童が安心して学ぶことができる学
校づくり・学級づくりを支えます。
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目標値 実績値

10回/年 9回/年

目標値 実績値

65％
（8/20
校→

13/20
校）

65%
(13/20

校）

目標値 実績値

小学校
75％、中

学校
60％

小学校
74%、中

学校
56%

指標:社会人の学び直しの講座開催

評価 次年度への課題
講師都合で中止になった
１回を除き、ほぼ目標通り
開催できた。教員ＯＢなど
と連携して開催し、参加者
ｱﾝｹｰﾄでも概ね好評だった。

参加者は10人程度で、も
う一度学んでみたいという人
中心だった。参加者を増や
すことに加え義務教育課程
を学ぶことができなかった人
にも伝わるような周知活動
を行いたい。

指標:　非接触及びシャワー洗浄機能化達成率

評価 次年度への課題

小学校5校の工事は全て
年度内に完成できた。この
工事により、更なる衛生環
境の向上が実現できた。

トイレ改修と空調設置工事
などの工事が重なる学校が
あるため、発注時期や施工
期間の調整が必要である。

指標:地域や社会をよくするために何をすべきか考えると回答する児童生徒の割
合

評価 次年度への課題

郷育を核として地域参画や地
域課題の解決等、課題解決
型学習へ取り組むことで、自己
の有用性を実感する場面が増
えている。ARの更なる活用
等、情報発信の仕方には改
善の余地がある。

地域学習や課題解決型の
学習を通して、自ら学ぶ意
欲の向上を図るとともに、
SDGｓスタートブックとAR
アプリケーションの活用事例
を共有し、積極的な情報
発信の更なる推進を図る。

1-5　義務教育課程の学び直しを実施
令和4年3月に策定した第4次生涯学習基本
計画で掲げた目指す姿
「市民誰でも等しく学び、幸せを実感できる社
会」より

・誰もが学びたいときに安心して学ぶことができる
社会づくりの一翼を担うことを目指し、大人を対
象に、国語や算数などの義務教育の学び直しの
講座を教員OBなどと連携して開催します。

1-6　学校校舎のトイレ環境の向上（拡充に
よる指標変更）
・トイレの洋式化と乾式化については、令和3年
度で初期の目標を達成できました。令和4年度
は、コロナ感染症対策という新たな課題への対応
についても全ての学校の洋式トイレの自動手洗
い水栓化、非接触照明化、シャワー洗浄機能
付き便座への改修によりさらなる衛生環境の向
上を図っていきます。
　令和4年度小学校5校（勝山、月田、富原、
湯原、八束）：8校は実施済
　令和5年度小学校7校（北房、落合、天津、
木山、川東、樫邑、余野）
　令和6年度中学校4校（北房、落合、久世、
蒜山）:2校は実施済

2-1　キャリア教育の推進
・郷育を核としたキャリア教育の更なる推進に向
け、学校と地域との連携強化を支えます。郷育
及びキャリア教育の情報提供、研修の実施等を
通して、児童生徒の地域に対する誇りや愛着を
醸成するとともに、地域や社会への貢献意欲をさ
らに高めていきます。また、全校に配布したSDGs
スタートブックや、AR（拡張現実）アプリケーショ
ンを郷育の成果を発信するツールとして活用し、
学校と地域が連携し、協働的に学習を推進して
いくことを目標に、取組を進めていきます。
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目標値 実績値

400人/5
年

491人/
年

目標値 実績値

700人 700人

目標値 実績値

50% 66%

指標:地域学校協働本部にかかわるボランティア数

評価 次年度への課題
学校に関わる市民ボラン
ティアの人数は概ね達成で
きている。今後は地域づくり
につなげる事を目指したい。

地域学校協働活動推進
員同士の横のつながりをつく
り、連携する仕組みづくりが
求められる。

指標:住民参画人数

評価 次年度への課題
一般の人も参加しての発
掘調査を実施しており、地
域住民・大学等と連携し、
発掘調査を通じた地域づく
りに発展しつつある。

文化遺産の発掘調査とし
て成果をあげることと、地域
資源を活用した地域づくり
につなげることを両立させる
ことが求められる。

指標：英検3級程度の英語力を有する生徒の割合

評価 次年度への課題
令和3年度英語教育状況調
査より、中学3年生で英検3
級程度の英語力を有する生
徒の割合は、66％であり、成
果が表れている。内、英検を
受験したことがある生徒が
86％であった。令和3年度は
市教委主催でも英語検定を
実施したため、英検補助事業
利用者は、3級が51名、準2
級が23名で、令和2年度比
1.25倍であった。

次年度も引き続き中学校卒
業時英検3級（CEFAL　
A1）程度を目指して、ALT
派遣事業や英検補助事業を
活用して、小学校段階からの
ALTとのコミュニケーションを通
して、国際感覚豊かで英語へ
の親しみを持った児童生徒を
育成する。

2－2　地域学校協働活動の推進
令和4年3月に策定した第4次生涯学習基本計画で
掲げた目指す姿
「市民が学びの成果を生かし、活躍し、心豊かな暮ら
しを実現する社会」より

・地域全体で子どもを育み、教育の質向上と地
域の活性化を図るため、地域と学校が連携･協
働する仕組みづくりを推進します。

2-3　地域の文化遺産を活用できる体制の整
備
令和4年3月に策定した第4次生涯学習基本
計画で掲げた目指す姿
「市民が学びの成果を生かし、活躍し、心豊かな
暮らしを実現する社会」より

・地域住民や同志社大学との協働による荒木山
西塚古墳の発掘調査を実施することで、文化遺
産等の地域資源を活用した地域づくりの実現を
目指します。

2-４　中学校における英語教育
中学校の英語授業の改善に取り組むと同時に、
英検補助事業の周知を図り、課題に挑戦する
態度を養い、中学校卒業段階で英検3級程度
の英語力を持つ生徒の育成を図ります。令和2
年度は、新型コロナの影響で1学期に実施でき
なかったこともあり、英検補助事業利用者は3級
が46人、準2級が12人、2級が1人と、前年より
人数が減っています。改めて事業を周知し、今年
度の受験者の割合増加を目指すとともに、英検
3級程度以上の英語力を有する生徒を育成して
いきます。また、小学校段階からのALT派遣を通
して、英語への慣れ親しみを大切にすることで苦
手意識の軽減を図りつつ、英語力の向上を目指
します。
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目標値 実績値

目標値 実績値

31% 31%

指標：①市内高校進学割合　②ワークショップ参加者

評価 次年度への課題

指標：5品目の地産地消率

評価 次年度への課題

各調理場の年間を通じた
使用量を調査し、市内産
品の使用量、納品時期等
の利用実態を把握した。今
後の学校給食食材の地産
地消を推進するための基礎
データとして活用できる。ま
た、じゃがいもは、冬場に収
穫した新たな品種の使用を
始めた。真庭産の里いも・
ほうれん草の真空カットも試
験的に使用した。　　　　　
・「真庭食材の日」：4回/
年　・「真庭市特産品プラ
スワンの日」：9回/年。新
規開拓もあり好評でした。

市内産物の安定的な納品
について、流通面での課題
や献立での工夫等の課題
を検証分析し、市内産品
の利用率の向上の具体的
な方策（品種・規格な
ど）、保存についても年間
をとおし効率良い消費を検
討する。また、全体的な地
産地消の底上げとして、主
要品目以外の真庭産野菜
の使用を考えカット・冷凍も
含めて検討する。

3-1　高校魅力化推進事業
・・中学生、保護者に向けた情報発信支援：定
員の維持を目指すため、広報紙での特集記事
掲載やSNSを通じた高校の魅力ある活動を中
学生や保護者の関心事をテーマに情報発信しま
す。
・各高校の定員の維持には市外からの入学者を
増やす必要があるため、施設面や制度面での受
入れ体制の充実の方向性を地域と共に取り組
む仕組みを作ります。2高3校地の魅力を中学
生や保護者にもわかりやすく発信するとともに、中
学生が行きたい、保護者が行かせたい、地域が
活かし支えたい高校のあり方を地域と共に考える
高校応援市民会議を立ち上げます。また、郷育
魅力化コーディネーターを配置し、真庭の地域資
源を生かした高校の学習を支援し、さらに小中
学校と高校での連続した学びの環境の充実を図
ります。

①70%
②100人

/年

①
49.6%
②50人/

年

①情報発信：広報真庭で
の特集やMIT番組の制
作、高校独自の発信支援
を行いました。
②高校応援市民会議：
進路決定の実態から、全
体会議よりも高校毎の方
向性の明確化及び魅力
化、そして高校毎の応援機
運構築の必要があると判断
し動き出しています。ワーク
ショップは蒜山で50人規模
で実施されました。

即効性を最優先にしながら
も、目先だけではなく中長
期的視点を持った取り組み
を始めていく必要がある。

3-2　学校給食の地産地消の推進
・学校給食を「郷育」の一環と位置づけ、児童生
徒と農業者を繋げ、食材を通じた真庭の豊かさ
を知る機会を提供します。真庭市の食材のみを
使用した「真庭食材の日」、通常の給食に真庭
市の特産品を一品加える「真庭特産品プラスワ
ンの日」を実施し、その評価により課題を検証し
地産地消の推進に努めます。（5品目＝じゃが
いも、玉ねぎ、大根、キャベツ、にんじん）
また、学校給食の材料に真庭市産品を使うこと
で市内での回る経済の仕組みをつくります。その
ため、給食における市内産品使用について全量
調査を行いながら生産者や納入業者などと安定
した価格設定について協議を行い、目標値達成
に向けた食材調達確保に努めます。
・給食材料に真庭市産を使うことと併せて、生産
者による講話の機会を通じて児童生徒と地域を
つなげながら食育と郷育を進めます。
参考：「真庭食材の日」：3回／年。「真庭市
特産品プラスワンの日」：6回／年。
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目標値 実績値

100％
（26/26

校）

92%
(24/26

校）

目標値 実績値

320人 223人

指標:地域参画による探究的な学習に向けた校内研修実施校数

評価 次年度への課題

地域とともにある学校づくり
に向け、教育活動に地域が
関わるための研修を各校が
工夫して行った。規則改正
により、連絡会での情報共
有や研修が実施できる体
制整備が進んでいる。

全教職員へのCS研修によ
る理解促進を継続するとも
に、連絡会での情報共有
及び研修を通し、学校と地
域がともに学校づくりを進め
る体制づくりを進める。

指標:施設見学・研修会参加者

評価 次年度への課題

市内の学校及び園の給食
関係職員に対し、施設見
学・衛生研修会を実施し、
栄養改善協議会２支部に
対し見学・試食会を実施し
た。また、シカ肉２６０kg
を使用し真庭オリジナル共
通献立を実施した。施設
見学・試食の感想：衛生
管理が想像以上でした。地
場産野菜を活用し彩りも
良く丁度良い味でした。大
釜の調理で野菜の煮崩れ
がなかった。　　

市内産物の安定的な納品
について、流通面での課題
や献立での工夫等の課題
を検証分析し、市内産品
の利用率の向上の具体的
な方策（品種・規格な
ど）、保存についても年間
をとおし効率良い消費を検
討する。また、全体的な地
産地消の底上げとして、主
要品目以外の真庭産野菜
の使用を考えカット・冷凍も
含めて検討する。

3-3　地域と協働する学校づくり
・学校運営協議会の設立推進と地域学校協働
本部事業との連携強化を図ります。地域と共に
ある学校を目指し、学校と地域と家庭が共に子
どもを育む体制として、また、地域の学校参画の
形として、学校運営協議会制度への移行を推
進するとともに、地域人材の教育活動への参画
を進めます。学校と地域と家庭が、自分たちの地
域の子どもの目指す姿を共有し、子どもを真ん中
に学校・地域・家庭がともに育つことを目指しま
す。

3-4真庭中央食育センターを活用した食育の
推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・真庭中央食育センターにおける衛生管理・調
理工程や地場産物の活用、行事食・郷土料理
などを取り入れた取り組みについて、児童生徒や
保護者、地域などの幅広い年齢層の方々を対
象として、9月以降1ヶ月に1回10～20人程度
募集し見学会を実施します。なお、学校行事等
クラス・少人数の学年単位での見学は随時受け
付け、中学生の職場体験・大学生の臨地実習
なども積極的に対応します。また、学校給食では
夏期休業中を利用し、栄養士・調理員の衛生
研修・調理講習を行い 、各主食（ご飯、パン、
麺）を使った真庭のオリジナル共通献立を作成
します。 
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目標値 実績値

①13％
②7回以

上

①
11.1％
②10回

目標値 実績値

全校(26
校）

全校(26
校)

指標:①実貸出利用率②「図書館そだて会議」の開催回数

評価 次年度への課題

①まず図書館に来館しても
らおうと、まにわ図書館ラジ
オや図書館ラッピングなど
様々なイベントを開催によ
り、入館者数は増加傾向
にあり、親しまれる図書館づ
くりが図られているが、蔵書
の貸し出しにまで至っていな
い。
②「図書館そだて会議」を5
館で1回、1館で2回、1館
で3回開催し、図書館に関
する意見や図書館でやって
みたいことなど、図書館と市
民が対話を重ねることがで
きた。

図書館利用者が蔵書に触
れ、貸し出しにつながるよう
な取組をしていくことが課
題。

指標:学校図書館蔵書データベース化完了校数

評価 次年度への課題

指標である学校図書館蔵書
データベース化は、予定どおり
全校(26校)完了した。

全学校図書館の蔵書の
データベース化が完了し、
学校での有効な活用につ
なげていくことが課題。

3-5　市民に親しまれる図書館づくり
・「真庭市図書館みらい計画」において、「真庭
市立図書館は、市民や団体による地域自治の
拠点として積極的な役割を果たすこと」を使命と
しました。
・真庭市立図書館は、使命を果たすため5つの
柱（1.公共図書館としての存立基盤の整備、
2.子どもの学びへの能動的な貢献、3.地域資
源の再評価と新たな価値の創出、4.利用者の
知的探究に応えるｺﾝﾃﾝﾂ提供、5.市民が繫がる
地域の交流拠点創出）を実行し、市民の「知る
自由」や「学ぶ権利」を保障していきます。
・「真庭市図書館みらい計画」策定にあたって開
催した「図書館そだて会議」を引き続き開催し、
市民と図書館が対話を重ね、市民とともに図書
館の運営状況を確認し、図書館を育てていきま
す。

3-6　中央図書館の拠点機能の強化
・中央図書館では、地区図書館への支援や合
同イベントの開催、学校図書館への支援、司書
研修会などを開催し、地区図書館及び学校図
書館との連携をさらに強化していきます。
・学校図書館蔵書のデータベース化作業が全校
で今年度中に終了するよう、登録作業の支援を
行い、また、学校図書館への本格的なシステム
導入に向け、具体的な内容について学校、関係
各部局と協議を開始します。
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目標値 実績値

小学校
10　％

（2/20
校→
2/20
校）

中学校
16％

（1/6校
→1/6
校）

校舎、屋内運動場照明LED化

評価 次年度への課題

Ｒ４年度は設計のみのた
め実績は計上せず。

3-7　学校施設照明LED化
本市は、「2050ゼロカーボンシティまにわ」の実現
を目指し、管理施設は省エネ機器への更新を推
進することとしている。しかし、生産終了した水銀
灯を使用している学校施設がある。学校施設の
照明をLED化し、環境負荷の低減、維持管理
費の節減、　脱炭素のまちづくりを一層加速さ
せ、電気代や維持管理経費の節減を図るために
もLED照明への計画的な更新を実施する。
（北房小、川東小、落合中は整備済み）
令和4年度から令和8年度までに全校（小学
校18校、中学校5校）を整備

令和4年度 校舎設計：小学校1校（川上）　
　　　　　　　 屋体設計：小学校11校(遷喬、
草加部、米来、樫邑、余野、勝山、月田、富
原、美甘、中和、八束）

全体計画(整備完了率)　　　　
小学校　　　　　　　　　
R3　校舎10％ 、屋体5％　
R5　校舎15％ 、屋体95％　
R6　校舎40％ 、屋体100％　
R7　校舎75％ 、屋体100％
R8  校舎100％、屋体100％ 
中学校
R3  校舎16％、屋体16％
R5　校舎16％、屋体16％
R6　校舎16％、屋体100％
R7　校舎66％、屋体100％
R8　校舎100％、屋体100％
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